
 

表 1 溝の変化による f01, f02, D, H, σrの測定結果 
g=0.5mm一定 @23.2℃ 

d  
(mm)

 f01 
(GHz)

 f02 
(GHz) Qu 

D 
 (mm) 

H  
(mm)

σr
(%)

0 12.042
±0.001

15.886 
±0.001

24150 
±380 

34.986 
±0.001 

25.058 
±0.001

83.2
±2.6

1.05 12.043
±0.001

15.890
±0.001

24720 
±240 

34.986 
±0.001 

25.047 
±0.001

87.2
±1.7

2.10 12.041
±0.001

15.883 
±0.001

24440 
±320 

34.986 
±0.001 

25.065 
±0.001

85.2
±2.3

3.15 12.044
±0.001

15.893 
±0.001

24550 
±200 

34.986 
±0.001 

25.038 
±0.001

86.0
±1.4

4.20 12.044
±0.001

15.893 
±0.001

24600 
±120 

34.987 
±0.001 

25.038 
±0.001

86.4
±0.8
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1.    はじめにはじめにはじめにはじめに 
誘電体平板の複素誘電率測定に用いられる空洞共振器法[1]

では、あらかじめ TE01p(p=1, 2)モードを用いて円筒空洞共振
器の寸法および比導電率測定を行っておく必要がある。し
かし、TM11pモードが TE01pモードと縮退しており、比導電
率測定に悪影響を与える。 
この度、両端に縮退分離用の溝付き円筒空洞共振器を設

計・製作し、実験的にその有効性を検討したので報告する。 
 
2. . . .     実験実験実験実験方法方法方法方法 
実験に使用した円筒空洞共振器の断面図を図 1 に示す。

この共振器(直径 D=35 mm, 高さ H=25 mm)では、幅 g=0.5 
mm、深さ d=0, 1.05, 2.10, 3.15, 4.20mmの溝をもつ 5組の短
絡板を同一の導体円筒の両端に取り付ける。励振および検
波は先端に微小ループをもつ同軸励振線を用い、z 軸方向か
ら磁界結合により行う。溝の寸法の変化による共振周波数
f0、無負荷 Q, Quの変化を測定する。 
 
3....    共振周波数の共振周波数の共振周波数の共振周波数の測定結果測定結果測定結果測定結果および計算結果および計算結果および計算結果および計算結果    
図 2に溝の変化による TE011, TM111モードの f0の測定結果

を示す。さらに同図に、モード整合法[2]による f0の計算結果、
Ansoft HFSSの Eigen Modeおよび、Driven Modeによる f0の
計算結果を示す。これより、溝の中に励振された TM11モー
ドは伝搬モードであるため、その共振周波数は低下する。一
方、溝の中に励振された TE01 モードは遮断モードであるた
め、その共振周波数はほぼ変化しないことがわかる。また、
Eigen Modeの計算結果が測定結果とよく一致していることが
わかる。 

 
4.     D, H, σσσσrの測定結果の測定結果の測定結果の測定結果 

TE011, TE012モードの共振周波数 f01, f02より D, Hを
求めた。TE011モードの f0、Quおよび D、Hより比導
電率σrを求めた

[1]。各短絡板を取り付けた空洞共振
器による D, H, σrの測定結果を表 1に示す。これよ
り、短絡板を取り替えても Dが変化していないこと
がわかる。また、溝なし共振器(d=0)は、溝付き共振
器よりσrの値が低く、さらに、測定誤差が大きいこ
とがわかった。 

 
5.    まとめまとめまとめまとめ 
溝付き円筒空洞共振器を設計・製作し、寸法およ

び比導電率測定における溝の有効性を実証した。今
後、溝の寸法の最適値を検討する予定である。 
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図 1  円筒空洞共振器の断面図 
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図 2 溝の深さ d の変化による共振周波

数の変化 
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